
講習No.
U01
選択

学校教育での芸術療法（コラージュ療法）の利用
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月28日（月）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森谷　寛之（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

コラージュとは、雑誌やパンフレットなどの既成の絵や写真をはさみで切って、台紙の上で構成し、糊で貼り付けるシンプルな方法
である。これを講師は1987年に箱庭療法を参考にコラージュ療法として提案した。以後、教育・医療・福祉・矯正分野で広く用い
られている。本講習ではコラージュ制作実習を通じて方法を学び、教員自身が自分でその効果を確かめる。また、この体験をもとに
して、生徒の作品をよりよく理解できるようにする。生徒とのコミュニケーションとして芸術療法が利用できることを学んでいく。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

コラージュ療法とは
コラージュ療法を発想したい
きさつとその基本的な考え方
を示す。美術教育との違いな
ども説明する。

2限
１０：3０～１1：5０（8０分）

コラージュ制作実習
実際に自分でコラージュ制作
をする。

3限
１2：5０～１4：１０（8０分）

作品のふりかえり
作品を通じて自分の気持ちを
表現してみよう。生徒理解の
方法を説明する。

4限
１4：２０～１5：40（80分）

作品の理解の仕方
子ども達の作品を通じて、生
徒理解を深めよう。精神発達
と作品の変化を理解する。

5限
１5：50～１6：3０（４0分）

修了認定試験
どれぐらい理解できたかを振
り返る。

備考 制作体験をします。日頃なじみで、切り抜いても差し支えない雑誌などを２、３冊と糊・はさみをご持参ください。

講習No.
U02
選択

子どもとかかわる身体
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月29日（火）

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

36人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 本山　益子（京都文教短期大学幼児教育学科教授）担当講師

教育者が人的環境であることは周知のことである。子どもが身体で訴えている何かを感じると同時に、安心で
きる雰囲気を醸し出し対応できる教育者の身体性について検討したい。具体的には、身体で他者と響きあうこ
と・つながることを実感するために、ゲームや身体表現遊び（幼稚園・小学校低学年向け）を行う。さらに、講義
においては、エピソードなども手がかりに、身体コミュニケーションに纏わる問題の検討につなげる。

1限
9:00～10:00(60分）

実技1
他者と響きあい、つながる身体を実感
しましょう。

2限
10:10～12:10（120分）

実技2
歌やイメージを手がかりにした身体表
現遊びを実践します。

3限
13:10～15:10（120分）

講義・演習
教育現場における教育者の身体性に
ついて、多様な観点から検討します。

4限
15:20～16:20（60分）

修了認定試験

備考 実技は、動きやすい服装・汗をかいてもかまわない服装に着替えてください。体育館シューズとタオルをご用意ください。

講習No.
U03
選択

表現療法を通じて学ぶ子どもの自己理解と心身調整
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月30日（水）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 濱野　清志（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

本講習では、心理的、身体的にハードな児童生徒の学校生活を安定的にすごすための一助として、児童生徒自
身がそれぞれ自分自身を見つめ、自己理解を深め、同時に、心身のバランスを自己調整する基本を、描画表現、
気功による身体表現などを通して、体験的に理解できるようにします。また、教師自身の体験的理解をもとに児
童生徒の生活上の自己理解と自己調整を促進する手立てを学びます。

備考 本講習は実技を行います。動きやすい服装、上履きをご持参ください。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

表現療法とは
臨床心理学における表現療法
の基本的な考え方を概説し、
そのひとつとしての描画法を
経験する。

2限
１０：3０～１1：5０（8０分）

表現のなかの主観的体験
表現の中の主観的体験に気
づき、他者と話し合うことに
よって表現主体としての自分
自身のありようをみつめる練
習をする。

3限
１2：5０～１4：１０（8０分）

身体表現としての気功
気功を例として、身体表現を
行い、からだを整えることに
よって、心と身体の関係を見
つめなおす作業をする。

4限
１4：２０～１5：40（80分）

心身調整としての気功
3限に引き続き、気功を通じ
て心身調整のあり方を体験的
に学ぶ。

5限
１5：50～１6：3０（４0分）

修了認定試験

講習No.
U04
選択

家族システムから子どもの課題と家族支援を考える
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年7月31日（木）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 柴田　長生(臨床心理学部教育福祉心理学科教授)担当講師

子どもは家族とともに成長します。そして、子どもの問題や課題は、子どもが属する家族システムの「一つのあら
われ」であることが少なくありません。教師が子どもに関する様々な問題事象に取り組むには、家族の問題を避
けて通ることができません。この講座では、家族を「システム論」の立場からとらえ、子どもの課題が示す意味や
その対応について、また、そのために必要な家族理解と家族支援について考えます。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

家族システムを
「見立てる」視点
人は一人で生活していませ
ん。家族という「人の束」は、子
どもの育ちや心の支えにとっ
てはとりわけ重要です。子ども
のことを考えるために、家族全
体を捉える視点（システム論）
への理解を深めます。

2限
１０：30～１1：50（8０分）

「ある家族関係の風景」を
感じ取る
子どもの問題や課題は、大人
の問題や課題と大きく関係す
ることが少なくありません。夫
婦・家族・親子の間で生じる
様々な事柄を時系列的になが
めながら、「システム論」的な視
点から考察を深めます。

3限
１3：00～１4：20（8０分）

行き詰まった
家族コミュニケーション
家族は、コミュニケーションに
よって支えられ、相互理解と
関係が深まります。しかし、殺
伐としたコミュニケーションし
かとれない家族も少なくあり
ません。ロールプレイで、ある
疑似家族の会話を体験学習
します。

4限
１4：3０～１5：5０（8０分）

家族理解と支援の糸口
教師が課題のある子どもを指
導する場合、「家族」を避けて
通ることは出来ません。効果
のある指導を実現させるため
に、「家族システム論」に基づく
いくつかの方法を提示し、受
講者と共に「有益な支援」のあ
り方について考えます。

5限
１6：00～１6：40（40分）

修了認定試験
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